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通
析
患
者
の
未
来
を
作
る
a
の

再
ス
タ
l
ト

二
0 
0 
年
度
全
腎
協
大
会I 
N 
和
歌
山

五
月
二
十
三
日 
(日
) 
に
和

歌
山
県
民
文
化
会
館
に
て
「二

〇
- 〇
年
度
全
腎
協
大
会
I
N 

和
歌
山
」
が
開
催
さ
れ
、
「さ

わ
や
か
」
か
ら
四
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
約
一
一五
〇
名

の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

'

初
め
に
N
p
〇
法
人
和
歌
山

県
腎
友
会
会
長
竹
内
拓
氏
よ
り
、

歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
主
催
者
の 
(社
) 

全
国
腎
臓
病
協
議
会
宮
本
高
宏

会
長
か
ら
、
今
回
の
テ
ー
マ
で

も
あ
る
「透
析
患
者
の
未
来
を

作
る
為
の
再
ス
タ
ー
ト
」
と
題

し
て
「昨
年
全
腎
協
も
新
体
制

と
な
り
、
私
自
身
も
昨
年
、
全

腎
協
会
長
に
就
任
さ
せ
て
も
ら
い
、

初
め
て
全
国
の
会
員
、
家
族
、

関
係
者
に
挨
拶
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 
ま
た
今
回
の
和
歌

山
大
会
は
、
二
年
ぶ
り
の
全
国

大
会
で
す
。 
昨
年
は
新
型
イ
ン

(社) 全国腎臓病協議会
宮本 高宏会長

フ
ル
ェ
ン
ザ
国
内
感
染
拡
大
の
為
、

患
者
の
安
全
第
一を
考
え
、
全
国

大
会
は
初
め
て
の
中
止
と
な
り
ま

し
た
。 
中
止
か
ら
苦
渋
の
経
験
、

そ
の
過
程
で
得
た
成
果
を
持
っ
て

今
日
、
こ
の
和
歌
山
で
再
会
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

患
者
の
訴
え
で
は
、 
N
p
〇
法

人
和
歌
山
県
腎
友
会
前
田
敏
行
氏
、

他
二
名
の
方
が
思
い
や
考
え
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
各
界
か
ら
の
来
賓
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

N
p
〇
法
人
和
歌
山
県
腎
友
会

吉
田
千
鶴
子
氏
に
よ
り
大
会
決
議

(案
) 
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、
採
択

みん
なで
力
を・l:::l-
口
わせ
てい
き
たい

北
九
州
市
障
害
福
祉
団
体
連
絡
協
議
会
(障
団
連
)

第
13
回
定
期
総
会
に
参
加

六
月
十
二
日 
(土
) 午
前
九
時

三
十
分
か
ら
、
ウ
ェ
ル
と
ば
た
多

目
的
ホ
ー
ル
で
北
九
州
市
障
害
福

祉
団
体
連
絡
協
議
会
 
(障
団
連
) 

第
十
三
回
定
期
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「さ
わ
や
か
」
か
ら
四
名
が
、

参
加
し
ま
し
た
。

初
め
に
中
島
事
務
局
次
長
か
ら

開
会
宣
言
が
あ
り
、
北
原
守
会
長

よ
り
、
「二
十
二
年
度
は
障
害
者

制
度
が
歴
史
的
に
展
開
し
て
い
く

の
で
、
私
達
一
っ
一
っ
は
小
さ
な

組
織
で
す
が
、
三
十
八
団
体
が
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
運
動
し
て

い
き
た
い
。 
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
、
北
九
州
市
の
北
橋
健

ま
し
た
。 
腎
臓
と
い
う
の
は
、
塩

水
を
溜
め
る
臓
器
、
逆
に
い
う
と

塩
水
を
調
節
す
る
臓
器
の
為
、
こ

の
機
能
が
な
く
な
る
と
臓
器
は
止

ま
り
ま
す
。

続
い
て
、
肺
が
発
達
し
、
重
力

に
対
抗
す
る
為
に
、
骨
が
発
達
し

ま
す
。 
こ
の
三
っ臓
器
、
骨
・肺
・ 

腎
臓
が
兄
弟
で
す
。

骨
と
腎
臓
が
一番
関
係
深
く
、

リ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン

D
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

実
は
、
肺
と
腎
臓
も
関
係
し
て

い
て
、
腎
臓
病
の
患
者
さ
ん
は
肺

も
一緒
に
悪
く
な
り
や
す
い
の
で

す
。非
常
に
日
本
人
は
カ
ル
シ
ウ
ム

不
足
の
状
態
で
す
。 
こ
れ
を
骨
粗

し
ょ
う
症
と
い
い
ま
す
。

人
類
は
進
化
の
過
程
で
、
骨
は

丈
夫
で
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

治
市
長
他
二
名
の
方
よ
り
来
賓
祝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

議
長
は
、 
N
p
〇
法
人
自
立
生

活
セ
ン
タ
ー
ぶ
る
I
む
の
田
中
雄

平
氏
が
又
、
議
事
録
署
名
人
に
二

名
が
選
任
に
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
の
赤
嶺
氏
よ
り
、
総
会

員
団
体
数
三
十
八
団
体
、
出
席
団

体
数
二
十
七
団
体
、
書
面
表
決
団

体
九
団
体
、
欠
席
団
体
二
団
体
で
、

こ
の
総
会
は
成
立
す
る
事
を
告
げ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
審
議
に
入
り
、
全
て

の
議
案
が
、
満
場
一致
を
も
っ
て

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
休
憩
を
挟
み
、
記
念
講

演
で
は
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学

腎
臓
内
科
・血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー 

重
松
隆
教
授
か
ら
、
「腎
臓
病
と

骨
は
兄
弟
で
す
」
と
題
し
て
、
話

が
あ
り
ま
し
た
。

. 

私
達
生
き
物
は
海
で
で
き
ま
し

た
。 大
き
く
ま
と
め
る
と
「命
は

海
で
誕
生
」
し
た
の
で
す
。

海
で
誕
生
し
た
生
き
物
は

陸
に
あ
が
る
と

何
が
起
こ
る
か
?

海
水
は
塩
水
で
す
。 
周
り
の
塩

水
を
失
う
と
、
陸
に
上
が
っ
た
生

き
物
た
ち
は
、
体
重
 (重
力
) が

か
か
っ
て
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
の
ま
ま
だ
と
生
命
の
危
機
の
為
、

い
く
っ
か
の
臓
器
が
必
要
に
な
る

の
で
す
。 塩
水
を
失
っ
た
事
で
、

塩
水
を
溜
め
る
為
に
腎
臓
が
で
き

骨
は
円
筒
形
で
で
き
て
い
ま
す
。

円
筒
で
は
、
上
か
ら
の
力
は
強

く
、
横
か
ら
の
力
に
は
弱
い
と
い

う
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。 ま
た
、

骨
の
中
心
部
に
は
、
骨
髄
が
と
お

っ
て
い
ま
す
。 骨
髄
と
は
、
造
血

の
場
、
即
ち
赤
血
球
と
い
う
血
液

を
造
る
所
で
す

続
い
て
、
薬
の
歴
史
、
飲
み
方

な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
鼎
談
に
分
か
れ
て
話
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
「笑
っ
て
、
笑
っ
て
、

広
げ
よ
う
仲
間
の
輪
、
創
ろ
う
未

来
!
」
と
題
し
て
、
演
芸
シ
ョ
ー
 

が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
三
時
三
〇
分
に
閉
会
し
ま

し
た
。
来
年
の
全
国
大
会
は
、
愛
知
県

で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
み
、
北
九
州
市
障
害

福
祉
課
青
本
功
企
画
調
整
係
長
よ

り
、
「平
成
二
十
二
年
度
障
害
福

祉
関
係
予
算
」
に
っ
い
て
話
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
が
あ
り
、

公心4lーま
+
一寺
E
十
、p
こ
次
、「
.
-,

ま
し
た
。 

全

f

rさ
わ
や
か
」

の
山
田
理
事
長
が

監
事
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
。.s發


